
      

①
政
友
み
ら
い 

②
馬
門
町
１
５
９
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③(

23)

８
２
６
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④
今
年
の
干
支
は
亥
で
あ
り
、
亥
年

生
ま
れ
の
方
の
性
格
は
、
人
間
関
係

を
重
視
し
、
人
を
大
切
に
し
て
い
る

暖
か
い
心
の
持
ち
主
で
、
努
力
家
と

の
こ
と
で
す
。
私
の
干
支
で
も
あ
り
、

性
格
を
十
分
発
揮
し
、
毎
日
を
活
動

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
亥
は
無
病
息
災
の
象
徴
で

も
あ
り
、
今
年
は
、
佐
野
市
民
一
人

一
人
が
も
っ
と
健
康
を
意
識
し
、
元

気
で
明
る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
推
進
に
も
更

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

      

①
公
明
党
議
員
会 

②
奈
良
渕
町
６
７
０ 

③(

21)

２
８
５
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④
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
ま
た
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
人

の
国
際
移
動
が
更
に
活
発
化
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
「
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
」
（
国
籍
や
民
族
な
ど
異
な

る
人
が
互
い
の
文
化
的
な
違
い
を
認

め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と

し
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
）

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

社
会
の
活
性
化
が
地
域
産
業
・
経
済

の
振
興
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
今
後
は
、
地
域
住
民
の
異

文
化
理
解
力
と
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
が
重
要
と
考
え

ま
す
。 

      

①
新
風 

②
栃
本
町
２
３
３
１-
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③(

62)

１
０
８
６ 

④
創
生
総
合
戦
略
の
も
と
に
限
ら
れ

た
人
口
の
中
で
、
人
を
奪
い
合
う
自

治
体
間
の
競
争
が
一
層
激
し
さ
を
ま

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
近

隣
自
治
体
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
活
か
し
、
補
完
し
合
う
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

今
年
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
国
内
最
大
級
の
大
会
で
あ
る
日
本

女
性
会
議
が
佐
野
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
大
会
を
契
機
に

近
隣
自
治
体
と
連
携
を
強
め
る
中
で
、

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
意
義
を
深
め

広
げ
、
前
進
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 
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